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K を体とし, V は K 上の 2 次元線形空間とする. S を K 係数多項式環 K[x, y] とす

る. 今 S は自然な次数付けで次数付き K 代数の構造 S =
⊕

i∈N Si を持っている (Si は{
xjyi−j j = 0, . . . , i

}
を基底とする K 線形空間である). ここでは, 原点を通る超平面

(即ち, 原点を通る直線) からなる有限集合 A の事を超平面配置と呼び, 超平面配置 A と
写像 µ : A → Z>0 に対し, その組 (A, µ)を重み付き超平面配置と呼ぶ. 重み付き超平面

配置 (A, µ)に対して, 対数的ベクトル場のなす S-加群 D(A, µ)を
{

θ = f∂x + g∂y
f,g∈S.

θ(α)∈(αµ(ker(α))),(∀α∈S1\{ 0 })

}

で定義する. ただしここで, ∂x, ∂y はそれぞれ x, y の偏微分作用素. D(A, µ)i を

{ f(x, y)∂x + g(x, y)∂y ∈ D(A, µ) f(x, y), g(x, y) ∈ Si } と定義すると D(A, µ) は次数

付き S-加群の構造 D(A, µ) =
⊕

i D(A, µ)i を持つ. 今は, 2次元線形空間内の超平面配

置のみを考えているので, D(A, µ) は常に階数 2の自由加群になり, その基底として斉次

な元がとれる事が知られている.

Theorem 1 (主結果). (A, µ) を重み付き超平面配置とし, 0 6= α ∈ S1 とする. A′ =

A ∪ ker(α)とし, µ′(H)を
{

µ′(ker(α)) = µ(ker(α)) + 1 (H = ker(α))
µ′(H) = µ(H) (H ∈ A \ { ker(α) })

で定義する. このとき, D(A′, µ′) の基底 (θ′1, θ
′
2) を, D(A, µ) の基底 (θ1, θ2) から, 構成

するアルゴリズムが存在する. また, 任意の重み付き超平面配置 (A, µ)に対し, このアル

ゴリズムを帰納的に用いる事で, D(A, µ)の基底 (θ1, θ2)を構成する事が出来る. さらに,

このアルゴリズムを risa/asir上で実装した.
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